
ポリシーマップの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• ポリシータイプに関する情報, 1 ページ

• ポリシーマップの設定, 4 ページ

• ポリシーマップ設定の確認, 12 ページ

ポリシータイプに関する情報
このデバイスは、複数のポリシータイプをサポートしています。クラスマップはポリシータイ

プで作成します。

3つのポリシータイプがあります。

• network-qos

• Queuing

• QoS

Cisco Nexusデバイスで FCoEをイネーブルにする前に、type qos policy mapsコマンドを入力し、
システム QoSに 1つ以上の FCoE QoSポリシーを適用することによって、3つのタイプ QoSポリ
シー（ネットワーク QoS、キューイング、および QoS）において、class-fcoeをイネーブルにする
必要があります。

クラスの各タイプには、次の QoSパラメータを指定できます。

• type network-qos：network-qosポリシーを使用して、システムクラスを配置し、システム全体
のスコープを持つそれらのクラスにパラメータを関連付けます。

◦分類：このクラスに一致するトラフィックは次のとおりです。

◦ QoSグループ：type network-qosのクラスマップはシステムクラスを示し、関連付
けられた qos-groupによって照合されます。

◦ポリシー：一致したトラフィックで実行されるアクションは次のとおりです。
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network-qosポリシーは、システム qosターゲットだけに結合できます。（注）

◦ MTU：システムクラスにマッピングされたトラフィックに適用する必要のある最
大伝送単位（MTU）。システムクラスごとにデフォルトのMTUがあります。シ
ステムクラスMTUは設定可能です。

◦マルチキャスト最適化：このクラスにマッピングされているマルチキャストトラ
フィックのパフォーマンスを最適化する場合に指定します。

◦ pause no-drop：nodropは、システムクラスのロスレスサービスを指定します。drop
は、このシステムクラスのキューが満杯である場合にテールドロップを使用する

（キューが割り当てサイズに達すると、着信パケットがドロップされる）よう指定

します。

追加のパラメータ pfc-cosを設定できます。このパラメータは、no-dropシステム
クラスのトラフィックが、サービスクラス（CoS）だけに基づいてマッピングされ
ず、輻輳が発生する場合に、プライオリティフロー制御（PFC）をアサートする
CoS値を示します。

◦ no-dropクラス用のバッファを変更できます。

◦キュー制限：このシステムクラスのキューに確保する必要があるバッファ数を指
定します。このオプションは no-dropシステムクラスには設定できません。

• type queuing：type queuingポリシーを使用して、システムクラスと関連付けられたキューの
スケジューリング特性を定義します。

一部の設定パラメータは、EtherChannelに適用されていると、メンバポートの
設定に反映されません。

（注）

◦分類：このクラスに一致するトラフィックは次のとおりです。

◦ QoSグループ：タイプキューイングのクラスマップは、システムクラスを示し、
関連付けられた QoSグループによって照合されます。

◦ポリシー：一致したトラフィックで実行されるアクションは次のとおりです。
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システムqosターゲットまたは任意のインターフェイスに結合できます。出力
キューイングポリシーを使用して、システムクラスに関連付けられた、デバ

イスの出力キューを設定します。入力キューイングポリシーを使用して、統

合ネットワークアダプタ（CNA）のキューのスケジューリングを設定します。
入力キューイングポリシーパラメータは、DCBXプロトコルで CNAに発信
されます。

（注）

◦帯域幅：保証されるスケジューリング Deficit Weighted Round Robin（DWRR）の割
合（%）をシステムクラスに設定します。

◦プライオリティ：システムクラスを完全プライオリティスケジューリング用に設
定します。指定されたキューイングポリシーで優先するシステムクラスを 1つだ
け設定できます。

•タイプ qos：タイプQoSポリシーを使用して、フレーム内にあるレイヤ 2、レイヤ 3、レイヤ
4の各種フィールドに基づいたトラフィックを分類し、システムクラスにマッピングしま
す。

一部の設定パラメータは、EtherChannelに適用されていると、メンバポートの
設定に反映されません。

（注）

◦分類：このクラスに一致するトラフィックは次のとおりです。

◦アクセスコントロールリスト（ACL）：既存のACLの基準に基づいてトラフィッ
クを分類します。

◦サービスクラス：フレームヘッダーの CoSフィールドに基づいてトラフィックを
照合します。

◦ DSCP：IPヘッダーのDiffServフィールドにあるDiffServコードポイント（DSCP）
値に基づいてトラフィックを分類します。

◦ IPリアルタイムプロトコル：リアルタイムアプリケーションで使用されるポート
番号に基づいてトラフィックを分類します。

◦優先順位：IPヘッダーのタイプオブサービス（ToS）フィールドの優先順位値に
基づいてトラフィックを分類します。

◦プロトコル：IPヘッダーの [IPv4 Protocol]フィールドまたは [IPv6 Next Header]
フィールドに基づいて、トラフィックを分類します。

◦ポリシー：一致したトラフィックで実行されるアクションは次のとおりです。
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このポリシーは、システムまたは任意のインターフェイスに追加できます。

このポリシーは入力トラフィックだけに適用されます。

（注）

◦ QoSグループ：このトラフィックフローがマッピングされたシステムクラスに対
応する QoSグループを設定します。

ポリシーマップの設定

ポリシーマップの作成

policy-mapコマンドを使用して、トラフィッククラスのセットに適用されるポリシーのセットを
表す名前付きオブジェクトを作成します。

ロスレスサービス用の no-dropクラス（class-fcoe）とベストエフォート型サービス用の dropクラ
ス（class-default）の 2つのデフォルトシステムクラスがデバイスにあります。イーサネットト
ラフィックには最大 4つの追加システムクラスを定義できます。

次の事前定義ポリシーマップがデフォルトのサービスポリシーとして使用されます。

• network-qos：default-nq-policy

•入力 qos：default-in-policy

•入力キューイング：default-in-policy

•出力キューイング：default-out-policy

• service-policy type qos input fcoe-default-in-policy

• service-policy type queuing input fcoe-default-in-policy

• service-policy type queuing output fcoe-default-out-policy

• service-policy type network-qos fcoe-default-nq-policy

class-fcoeがqosポリシーに含まれていない場合、vFCインターフェイスはアップにならず、ドロッ
プの増加が発生します。

ポリシーマップを作成して、任意のユーザ定義のクラスにポリシーを指定する必要があります。

このポリシーマップで、各クラスに QoSパラメータを設定できます。同じポリシーマップを使
用して、デフォルトクラスの設定を変更できます。

デバイスは、接続されたネットワークアダプタにすべてのポリシーマップ設定値を配布します。

はじめる前に

ポリシーマップを作成する前に、新しいシステムクラスごとにクラスマップを定義します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

トラフィッククラスのセットに適用されるポリシーの

セットを表す名前付きオブジェクトを作成します。ポリ

switch(config)# policy-map
[type {network-qos | qos |
queuing}] policy-name

ステップ 2   

シーマップ名は、最大 40文字の英字、ハイフン、また
は下線文字を使用でき、大文字と小文字が区別されます。

次のように3つのポリシーマップコンフィギュレーショ
ンモードがあります。

• network-qos：ネットワーク全体（グローバル）モー
ド。CLIプロンプト：switch(config-pmap-nq)#

• qos：分類モード。これがデフォルトモードです。
CLIプロンプト：switch(config-pmap-qos)#

• queuing：キューイングモード。CLIプロンプト：
switch(config-pmap-que)#

（任意）

指定されたポリシーマップを削除します。

switch(config)# no
policy-map [type
{network-qos | qos |
queuing}] policy-name

ステップ 3   

クラスマップをポリシーマップにアソシエートし、指定

されたシステムクラスのコンフィギュレーションモード

switch(config-pmap)# class
[type {network-qos | qos |
queuing}] class-name

ステップ 4   

を開始します。次のように3つのクラスマップコンフィ
ギュレーションモードがあります。

• network-qos：ネットワーク全体（グローバル）モー
ド。CLIプロンプト：switch(config-pmap-c-nq)#

• qos：分類モード。これがデフォルトモードです。
CLIプロンプト：switch(config-pmap-c-qos)#

• queuing：キューイングモード。CLIプロンプト：
switch(config-pmap-c-que)#

アソシエートされるクラスマップには、ポリ

シーマップタイプと同じタイプが必要です。

（注）

（任意）

クラスマップの関連付けを削除します。

switch(config-pmap)#no class
[type {network-qos | qos |
queuing}] class-name

ステップ 5   

Cisco Nexus 5600 シリーズ NX-OS Quality of Service コンフィギュレーションガイドリリース 7.x    
   OL-31638-03-J 5

ポリシーマップの設定

ポリシーマップの作成



タイプ QoS ポリシーの設定
一意の qosグループ値で識別される特定のシステムクラスのトラフィックを分類するには、type
qosポリシーを使用します。type qosポリシーは、入力トラフィックに関してのみ、システムまた
は個々のインターフェイス（ファブリックエクステンダのホストインターフェイスを含む）に追

加できます。

入力トラフィックには最大 5つの QoSグループを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

トラフィッククラスのセットに適用されるポリシーの

セットを表す名前付きオブジェクトを作成します。ポ

switch(config)# policy-map
type qos policy-name

ステップ 2   

リシーマップ名は、最大 40文字の英字、ハイフン、
または下線文字を使用でき、大文字と小文字が区別さ

れます。

クラスマップをポリシーマップにアソシエートし、

指定されたシステムクラスのコンフィギュレーション

モードを開始します。

switch(config-pmap-qos)#
[class | class-default] type qos
class-name

ステップ 3   

アソシエートされるクラスマップには、ポ

リシーマップタイプと同じタイプが必要で

す。

（注）

トラフィックをこのクラスマップに分類する場合に照

合する 1つまたは複数の qos-group値を設定します。
switch(config-pmap-c-qos)#
set qos-group qos-group-value

ステップ 4   

次のリストに、qos-group-valueの範囲を示します。デ
フォルト値はありません。

次の例は、type qosポリシーマップを定義する方法を示しています。
switch# configure terminal
switch(config)# policy-map type qos policy-s1
switch(config-pmap-qos)# class type qos class-s1
switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 2

タイプネットワーク QoS ポリシーの設定
type network-qosポリシーは、システム qosの結合時だけで設定でき、特定のクラス用にスイッチ
全体に適用されます。
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手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

トラフィッククラスのセットに適用されるポリシーの

セットを表す名前付きオブジェクトを作成します。ポリ

switch(config)# policy-map
type network-qos
policy-name

ステップ 2   

シーマップ名は、最大 40文字の英字、ハイフン、また
は下線文字を使用でき、大文字と小文字が区別されま

す。

クラスマップをポリシーマップにアソシエートし、指

定されたシステムクラスのコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

switch(config-pmap-nq)#
class type network-qos
class-name

ステップ 3   

アソシエートされるクラスマップには、ポリ

シーマップタイプと同じタイプが必要です。

（注）

MTU値をバイト単位で指定します。switch(config-pmap-c-nq)#
mtu mtu-value

ステップ 4   

設定するmtu-valueは、system jumbomtuコマ
ンドで設定した値より小さくする必要があり

ます。

（注）

（任意）

このクラスのMTU値をリセットします。
switch(config-pmap-c-nq)#
no mtu

ステップ 5   

no-dropクラスを設定します。switch(config-pmap-c-nq)#
pause no-drop

ステップ 6   

マルチキャストの最適化をイネーブルにします。このク

ラスのマルチキャストトラフィックは、使用可能なす

switch(config-pmap-c-nq)#
multicast-optimize

ステップ 7   

べてのマルチキャストキューによってサポートされま

す。

ポリシーマップのクラスのうち、1つだけを
マルチキャストの最適化用に設定できます。

（注）

CiscoNexusデバイスの場合、class-defaultでは
マルチキャストの最適化はデフォルトでイネー

ブルです。マルチキャストの最適化は、ユー

ザ定義のクラスでイネーブルにする前に

class-defaultから削除する必要があります。

（注）

（任意）

マルチキャストの最適化をディセーブルにします。

switch(config-pmap-c-nq)#
no multicast-optimize

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

no-dropクラスを設定します。このコマンドを指定しな
ければ、デフォルトポリシーはドロップになります。

switch(config-pmap-c)#
pause no-drop [pfc-cos
pfc-cos-value]

ステップ 9   

ドロップポリシーの動作はテールドロップと

似ています。キューが割り当てサイズまで増

加すると、着信パケットはドロップされます。

（注）

pfc-cos-valueの範囲は 0～ 7です。このオプションがサ
ポートされるのは、ACLベースのシステムクラス（CoS
ベース以外の一致基準を使用してトラフィックをフィル

タリングします）だけです。

CoS値のリストは、class-fcoeのFCoEトラフィッ
クに使用される CoS値を含む可能性がありま
す。ご使用のトポロジに望ましい動作かどうか

を判断する必要があります。

注意

（任意）

no-dropオプションをこのクラスから削除します。
switch(config-pmap-c-nq)#
no pause no-drop

ステップ 10   

このインターフェイスのテールドロップしきい値を指

定します。しきい値の範囲は 20480～ 204800バイトで
す。

switch(config-pmap-c-nq)#
queue-limit
number-bytesbytes

ステップ 11   

キュー制限を設定できるのはドロップクラス

だけです。no-dropクラスにキュー制限を設定
するか、キュー制限が定義済みのクラスで

no-dropを設定すると、CLIにエラーが返され
ます。

（注）

バッファサイズを変更し、no-dropクラスのしきい値を
一時停止するには、pause no-drop buffer sizeオプション
を使用します。

（任意）

このクラスのキュー制限の指定をディセーブルにしま

す。

switch(config-pmap-c-nq)#
no queue-limit
number-bytesbytes

ステップ 12   

このインターフェイスでパケットのマーキングに使用す

る 802.1Q CoS値を指定します。値の範囲は、0～ 7で
す。

switch(config-pmap-c-nq)#
set cos cos-value

ステップ 13   

（任意）

このクラスのマーキング動作をディセーブルにします。

switch(config-pmap-c-nq)#
no set cos cos-value

ステップ 14   
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次の例は、type network-qosポリシーマップを定義する方法を示しています。
switch# configure terminal
switch(config)# policy-map type network-qos policy-que1
switch(config-pmap-nq)# class type network-qos class-que1
switch(config-pmap-c-nq)# mtu 5000
switch(config-pmap-c-nq)# set cos 4

タイプキューイングポリシーの設定

typequeuingポリシーを使用して、特定のシステムクラスのトラフィックをスケジューリングおよ
びバッファリングします。type queuingポリシーは QoSグループで識別され、入力または出力ト
ラフィック用にシステムまたは個々のインターフェイス（ファブリックエクステンダホストイ

ンターフェイスを除く）に追加できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

トラフィッククラスのセットに適用されるポリシー

のセットを表す名前付きオブジェクトを作成します。

switch(config)# policy-map
type queuing policy-name

ステップ 2   

ポリシーマップ名は、最大 40文字の英字、ハイフ
ン、または下線文字を使用でき、大文字と小文字が

区別されます。

クラスマップをポリシーマップにアソシエートし、

指定されたシステムクラスのコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

switch(config-pmap-que)# class
type queuing class-name

ステップ 3   

このクラスの該当するトラフィックが完全プライオ

リティキューにマッピングされるよう指定します。

switch(config-pmap-c-que)#
priority

ステップ 4   

完全プライオリティを設定できるクラス

は、各ポリシーマップで 1つだけです。
（注）

（任意）

完全プライオリティキューイングをこのクラスのト

ラフィックから削除します。

switch(config-pmap-c-que)#no
priority

ステップ 5   

このクラスに割り当てられたインターフェイスの保

証帯域幅の割合を指定します。デフォルトでは、ク

ラスの帯域幅は指定されていません。

switch(config-pmap-c-que)#
bandwidth percent percentage

ステップ 6   

帯域幅をクラスに正常に割り当てるには、

まず class-defaultおよび class-fcoeで帯域幅
のデフォルト設定を下げる必要がありま

す。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

帯域幅の指定をこのクラスから削除します。

switch(config-pmap-c-que)#no
bandwidth percent percentage

ステップ 7   

show policy-map interface での QoS 統計情報のイネーブル化
Cisco NX-OS Release 7.3(0)N1(1)に移行してポリシーマップの統計情報をイネーブルにするには、
qos statisticsコマンドをイネーブルにする必要があります。また、統計情報が動作するには、既存
のポリシーを削除して割り当てなおす必要があります。統計情報をイネーブルにした後で設定し

た新しいポリシーマップ（いずれかのインターフェイスでまだ設定されていないもの）は、統計

情報がイネーブルになっています。詳細な手順は次のとおりです。

はじめる前に

統計情報をイネーブルにすると、追加のTCAMスペースが確保されることがあります。したがっ
て、既存の設定を考慮したうえで、この操作を実行するために十分な空き領域があることを確認

する必要があります。統計情報をスイッチでイネーブルにできるかどうかの詳細については、

CSCuq00149を参照してください。

手順

ステップ 1 switch# configure terminal
グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 2 switch(config)# show policy-map vlan vlan-number
スイッチの統計情報の既存のステータスを確認します。

switch(config)# show policy-map vlan 13

Global statistics status: disabled

Vlan 13

Service-policy (qos) input: rq1
policy statistics status: disabled

Class-map (qos): rq1 (match-any)
Match: cos 4
set qos-group 2

Class-map (qos): class-default (match-any)
Match: any
set qos-group 0

switch(config)#
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ステップ 3 switch(config)# qos statistics
統計情報をイネーブルにします。

switch(config)# qos statistics

Warning: Turning on the statistics would increase the TCAM utilisation. Disable the CLI if
this is not intended.
Note that the policies need to be removed and re-applied, for statistics to take effect.

switch(config)#

ステップ 4 switch(config)# vlan configuration vlan-number
指定された VLANの VLANコンフィギュレーションモードが開始されます。

switch(config)#vlan configuration 13-59

ステップ 5 switch(config-vlan-config)# no service-policy type qos input policy-name
VLANからポリシーを削除します。policy-nameは、ポリシーマップに割り当てられた名前です。

switch(config-vlan-config)#no service-policy type qos input rq1

ステップ 6 switch(config-vlan-config)# vlan configuration vlan-number
指定された VLANの VLANコンフィギュレーションモードが開始されます。

switch(config-vlan-config)#vlan configuration 13

ステップ 7 switch(config-vlan-config)# service-policy type qos input policy-name
VLANにポリシーマップを割り当てるか再適用します。policy-nameは、ポリシーマップに割り
当てられた名前です。接続ポイント（VLANおよびインターフェイス）のいずれかで統計情報を
イネーブルにする前に、すべての接続ポイントからポリシーが削除される必要があります。

switch(config-vlan-config)#service-policy type qos input rq1

ステップ 8 switch(config-vlan-config)# show policy-map vlan vlan-number
スイッチの統計情報のステータスを確認します。また、showpolicy-map interfaceコマンドを使用
することもできます。

switch(config-vlan-config)# show policy-map vlan 13

Global statistics status: enabled

Vlan 13

Service-policy (qos) input: rq1
policy statistics status: enabled

Class-map (qos): rq1 (match-any)
3094788 packets
Match: cos 4
3094788 Match packets

set qos-group 2

Class-map (qos): class-default (match-any)
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0 packets
Match: any
set qos-group 0

switch(config-vlan-config)#

統計情報を削除するには、no qos statisticsコマンドを使用してから、ポリシーを削除し
て割り当て直してポリシーを有効にします。

（注）

QoS 統計情報の表示に関する制約事項
統計情報とポリサーがTCAMエントリにアタッチされる方法が原因で、統計情報の表示には制約
事項があります。

•統計情報は、ポリシーが適用されるVLANまたはインターフェイスごとに、累積的に増加し
ます。統計情報は、インターフェイスまたは VLANごとではありません。

•デフォルトポリシーおよびシステムレベルポリシーには統計情報がありません。

• ACLに複数の ACEが存在している場合に、ポリサーが QoSポリシーにアタッチされている
と、ACLの ACEごとの統計情報は表示できません。

•上記の制限は、QoSベースの照合にも適用されます（たとえば、match dscp value、match
precedence valueなど）。

◦統計情報は、match-allルールで表示できません。

◦統計情報は、match-anyでのみ表示できます。

• FEX HIFポートの適用済み QoSポリシーについて、ACLの ACEごとの統計情報は、ポリ
サーが存在しない場合のみ表示されます。

ポリシーマップ設定の確認

目的コマンド

スイッチで定義されたポリシーマップを表示し

ます。指定したポリシーだけを表示することも

できます。

show policy-map [name]

1つまたはすべてのインターフェイスのポリシー
マップ設定を表示します。

show policy-map interface [interface number]

システム qosに結合されたポリシーマップ設定
を表示します。

show policy-map system
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目的コマンド

特定のポリシータイプのポリシーマップ設定

を表示します。指定したポリシーだけを表示す

ることもできます。

show policy-map type {network-qos | qos |
queuing} [name]

QoSの実行コンフィギュレーションに関する情
報を表示します。

running-config ipqos

QoSのスタートアップコンフィギュレーション
に関する情報を表示します。

startup-config ipqos
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